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冬の季節風吹き出し時におけるGPS可降水量の日本海岸と太平洋岸のコントラスト

Geographical Contrast of PWV Distributions between Sea of Japan and Pacific Ocean
Sides of Central Japan in Winter by GPS data
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冬季の季節風影響下での水蒸気の動態を見るために，2002年 1月の中部日本における可降水量の解析を行った．解析
には国土地理院の GPSデータから作成された GPS水蒸気データベースの 3時間ごとの可降水量データを使用した．西
高東低の気圧配置時には，日本海側では太平洋側と比べ相対的に可降水量が大きいという分布のコントラストが認めら
れた．日本海側と太平洋側の可降水量の時系列変化を調べたところ，このコントラストが西高東低の期間中継続してい
ることがわかった．また，雪が太平洋側への吹き越す地域では可降水量が相対的に大きくなる傾向も見られた．


